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　　　　　　　　　　　太陽黒鮎の檬威ヲル77激授死去

　スヰス國チウリヒ人學名饗教授ヲルファA・XVolfer氏は去る1931年十月8日77歳を

以って逝去された・謹んで弔意を炎ナ・氏はIS「）4年の生れで，1893年ラルフR．　Wolf

教授の死後其のあとを鎌ぎ，太陽黒鮎の観測や研究と，AstrononiiSchc　Mittllcihlngcn

の刊行とを共に三四して，近年に至った・殊に1749年以後毎年毎刀の黒鮎の雫三相封

薮を整理して，A・M・第93巻とTerrcstrial　Magnetis111第30巻（1925年）に登表した事

は三界に好材料を供給したものとして喜ばれ．た・氏は1926年三月末を以って退陰し，

チウリヒノく旱天交塁の1」：事をブルンナアW・Brunner教授に譲ったことはし天界「第

83號，第68頁にも報じた通りである・

　　　　　　　　　最近の日食観測結果と7インシタイン原理

　去る十一月中頃，下の如き新聞電報が載せられたことがあった．

　　　　　　　　　　　相二三理論少しく吹田　ア博士も承認

　　［ニューヨーク特電12日登】ニューヨーク・タイムス紙べ；レリン特電によれば，ア

　　ィンスタイン博士はその相i封性理論に吹訂を施さねばならぬことになったと蟹表

　　した．これはアインスタイン研究所のフロインドリヒ教授が一昨年スマトラにゆ

　　き同地で日蝕の観測研究をした結果でフロインドリヒ教授は工2日この研究結果を

　　ドイツー流科學者の丁合席上で機表しアインスタイン博士の柑封性理論には計算

　　に誤りがあると論じた・アインスタイン博士は同開合に出席してみたが直に起立

　　してフロインドリヒ教授の研究結果は正確と思はれるからとて，上記の聲明を出

　　したのである・

之れは蜀國ポツダム天文塁のアインシタイン塔一任フロィンドリヒE．F．　Freundlicli

氏が1929年五月9日のスマトラ島Fcz於ける日食槻測結果を狡表した事に關連するもの

である．元來，アインスタインの相縁原理を立澄する方法の中で最も有効なものの一

つは，日食皆既の際，太陽の近くに輝やく星の光が屈曲する（即ち，星の位置が少し

く外側ヘズレて見える）事なのであって，此の種の現象が起る筈であるとアインシタ

イン博士が1913年に登長して闇闇，フロインドリヒ氏は図れを観測して正否を確しか

めやうと志した熱心家の一人であった・フ・インドリヒ氏は早くも1914年八刀の東欧
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に於ける日食に煽れを観測しやうと試みたが，生憎織れは歓洲大戦勃登のため沙汰止

みとなった・ところが1919年，大嘘が終って，濁國は疲弊してみる頃，英國のエデン

トン・クロムメリン雨氏等がアフリカや南米邊に遠征して五月29日の日食の際に此の

種の観測を励行し，遽に或る程度の成功を攻めて離つた・次で，1922年南洋に於ける

日食には，フ・インドリヒ氏は印度洋クリスマス島で曇天に妨げられたが，濠洲へ行

った米國リク天文毫のカムベル・トラムプラ1爾氏等が可なり好成績を得た．それか

ら1926年にスマトラ島に日食があった時，叉，．フロインドリヒ氏は遠征をしたが，此

の時は，爲眞撮影の成績が思ぱしからず．窮ってみる星の徽が少なくて，確實な結果

は得られなかった．さて次ぎには1929年目再びスマbラ島へ出掛けたのだが，此の時

は幸ひに総てのコンデシヨンに恵まれて好い観測を雁行し，其の寓眞を顯微鏡下で測

定して，今般其れをベルリンのアカデミの例會で登表したのである．尤も，フロイン

ドリヒ氏の1929年の時の機械1ま，20糎のアストログラフイク機と，シ1ロスタ1ト用

の竜のと，二種であったが，今回の饗表は前者の成績だけで，後者は測定が手間取っ

て遅れてみる．

　最近のObservat・・rア誌第690號に英國のジャクソンJ・Jacks・n氏が此等の結果を論

評して．みるが，其れによると・

　1919年，英國エデン1・ン氏等が登表　／／／98，ホプマン氏が修正　　2・”」6

　ユ1｝22集米國カムベル氏等オ油壷　　1・72，ジャクソン氏が修正　2・12

　］929．年，濁國フロインドリヒ氏が登表　2．24，ジヤクソンー氏が修IEI　l・9・　S

　何れにしても，星の移動量は2／／0乃至2！／2となって，アインシタイン氏の豫言

．L／／74と合致しないこと明らかである・それで，こんどはア氏の方が計算をやり直す

ことに望みをかけられてるるわけである・殊にア氏は近頃，．一般相醤原理よりも進ん

だField　Theorγな乙新論をロ昌へてるるのだから，吹算の結果は一層期待されるので

あろ，

　　　　　　　　　　　　活動鴬眞鷹用研究の新天文蔓

　流石に来謁だ・冗談では無く，小恩に細濁の活動罵眞を撮．算する口的の新天文墓が

最近に米國に禺現した・場所はシカゴ市の東に隠るミシガン州ポンチアクP‘〕n「laC市

に近）・アン一画ス湖Lake　Angclu陣ilトで，設立者の名に因み，マクマス・ホルバ1ト天

文毫McMath－Hulbert　Ol）servatoryと呼ぶ・

　天外毫は二日16択のド1ムを持つ八角形の鐵笥コンクリ1ト建物であって，中には

口倒．0吋牛のカスグラン式反射鏡を，かのブル1ス式の赤道儀に載ぜカ・けたものであ

る．主要鏡と小麗は共に温度幻化の少ないパイ『レタス硝子を用ゐ，有効玉筆占は180吋，

ピツバーグ市のフエカ1加温製である．

街ほ此の機械には，2吋のファインダ1，凝（焦黒雨21吋）の・ス玉簡眞機汲び4吋

（元山60吋）の案内望遠鏡を附してみる・
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　接眼部にはBell＆Howe11　Eγemoカメラを置き735粍の標準型フイルムを用みる仕

掛けで，自働装置には’1’elechrOllシンクロナス・モ1タ1を用ゐ，實に待徴のある設

備である．

　　　　　　　　　　　　　シヨ1一二賞牌を受く

　現今世界第一の名聲を得つLある所謂Lシンクロノ1ム■時計の蚕明者シヨ1卜

し’V，IL粘臼出氏は・全回大英時．計學會から名吾金1牌を受けた，此の賞：牌は担28年シン

クロノーム會吐長ホープ・ジョ1ンスF・Ilope一∫enes氏の重唱で制定ざ才したもので，

シヨ1ト氏は其の第四回目の受賞者である．即ち

第一回受賞者は

第二回受賞者は

第三回受賞者は．

第四回受賞：者は

グリ＝チ天文叢長　ダイソンF・DyS・n氏　　　　（192蹴1つ

時計．學の研究者　　ラ　イ　ト

インヅiの幽明者　一1ヨ1ム

精密自由振子喘三明者シ．ヨ

…・D・Wi．ight氏　　　　（1　9，　21）年）

：一［Cruillaume氏（1930年）

　トW．H．　Sht，i－ttJll　（1i）31年）

　シヨ1ト氏は元來が鐵道技師であるが，19・　101f4頃から趣味として時計の研究を始め，

ホ1プ・ジヨ1ンス氏と協同して途に自由山子時計を完成したのである・

　　　　　　　　　　　　　　高戴武央氏の名響

　シヨ1ト氏の自由振子時計は，我が日本に於）・て，東京天文毫と横濱測候所と京都

の花山天文毫と，三毫あるが，其のうち花山のものが最も健全に運曹してみる・之れ

は募ら高城武夫氏の研究と椿働に依るのであって，去＋二月高城氏はホ1プ・ジヨ1

ンス氏から感謝状と共に新しい著書を贈られた．

　　　　　　　　　　　　ハlE7gド大學の新天交豪

　来國ケンブリヂ市にあるハ1ゾ1ド大畢の天文毫は，創立以來殆んど百年目近く，

殊に天応物理學及び天試料眞學の最大學府の一つであって，南アフリカに出張所を持

ち，全天空の罵眞観測を過去四十年來途行してみるが，最近，ケンブリヂ市が工業都

市として登漏し，ために空が姻のために目測を妨げることとなったのでfシヤプレイ

毫長は昨年來新しい槻蔵並を求めつしあつた・それが近頃報ゐらA’して，フラ1A・c・

Faller氏の寄附により，ケンブリヂ市の西北27哩のノ・iゾ1ド町オ1クリヂO・しk

Rkigeに新しく地賊を與へらオした・そこで，口径L60吋「の大反射鏡，　L24吋■反射鏡，

L16吋「メトカ1フ屈折雛其の他多くの望遠鏡を此所に移し，來る19i’）年七月から實地

の凝測を始める豫定であるであると言ふ・此の土地は廣さ30エ1カ1の森沐地で，高

さは海面上L600吠「，紹好の天文毫敷地である・一術ほ，元のケンプリヂ市内の天

文毫は從前通り研究所を其のまN存置し，4個の天灘カメラと，若干の眼覗望遠暁は

元の三所で使用する筈であると）・ふ
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　　　　　　　　　　agnvラルフ彗星の運動に抵抗ヵ働く

　生涯を献げてas　一一ヲ1・フ彗星の軌道研究をやってみるポーランド國ワルサウ天交壼

長汀ミエンスキM　I〈amictnski氏は，最近，1884年から1919年に至る35年間の此の彗

星の研究を綜合して，下の如き確定的な軌道要素を登表した・

　軌道面傾斜，

　李均蓮鹿角，

之れによって，

接隅原期，　E，

平均進度，M，
離心……蓉角，　9，

昇1交黒占黄縛，　Ω，

近日黙の黄纒，ω，

　　　　　　1，

　　　　　　n）

1884年九月24日．e　（ベルリン手鼻時）

　3520　1／　26．”49

　PL　7　］1，s3　’

鶴糟（ISSO年頭・春分・・）

6，　23，”77484－O．／／OOOOOO｛1．P，　（t－18S4　Sept，　2tl一，O）

郎ち，　　　　　　　ラルフ彗星の蓮動には・毎日0．”00DOOO42つつの抵抗力が働）・て

るることが諺明されたわけであるが，此の抵抗が果して何物であるかについては，カ

ミエンスキ氏は全く何も語ってみな）・・多分，今後の二二の論議のたねとなるだらう・

［XN”arsa　Cireular，　No．　I　O．　（19i　31））

　因みに，同襟な抵抗力の暗示されてみる彗星を下表に掲げる・

彗 星 研 究 者 　　　　　　

年期1雌の噛継
エンケ彗星

フアユ彗星

ヰンネケ彗星

第一ラルフ彗星

バクルンドO，A．　BユcMund

メ　ラ　　l　A，M6工ler

ヘルトルA．Haerdtl

カミエンスキM・1（amienski

1871－1885

IS4・3－1866

1858－／8S6

IS8st　一／　9，　19，

士　3！！8

士　4．／3

±　4，62

±　1，77

　　　　　　　　　　　　　キング数授逝く

　米國・・1ゾ1ド大下天…文嚢のキングE・S・Klng教授は，去るlq・　31年九月／0日ケン

ブリチ市の自宅で病浸さiした。弔意を表す．

　キング氏は1S611r　＝ウヨ1ク州に生イレ，ハミルトン大智を18B7年に卒業し，ピ1タス

C．F・、V　Peters敏授の訓育により天文學を修めた人であって，1887年・・1ブ1ド大

學に一助手となって以來，死に至るまで二二した・1913年には助教授，1926年にはベ

イリ敏授の後を縫》・でフイリプス講座教授となり，1931年八月末に名四教授となった・

氏は観測術に秀で，天髄寓眞機につ）・て幾多の啓明をし」又，天艦の爲眞光度學につ

）、ての＿椹戒であった．晩年（1930）に天艦寓眞術に帰する著書を登行し，花山では

之れを邦．離する計書で山本教授から其の希望をキング敏授に漏らした所，敏授は非常

に：喜び，出版曾杜に交渉して，三二櫨を全く無條件に譲り渡さ才しることとなった・此

の邦課書が未だ登行されな）・うちに原著者の死に會つたのは疫念である・
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　　　　　　　　　　　　フランクリン門院の新装

　有名な政治家策哩學者フランクリン　Benjamin　Franldin　を記念するブイラデルフイ

や市のフランクリン二院は，近頃，米國第二のプラネタリウムを建築することとなり，

爾ほ此の機會に，天交學部を創設して，フエカ1會杜作L20吋■反射鏡を女台め，ツァ

イス會祉作、IOpil’屈折鏡や，長撫占シiPスタ1・（フエカi作）を備へ，借ぼ其の

他，エ1ル大學から出品の最初の望遠鏡やヘリオメ1タや子午環，叉ペンシルヲ㌧ヤ

大學出品のリテ〃・ウス時計Rittenhouse　Orrery等を陳列する由．天Nl部長はストク

リiJames　St（，kley氏である．

1932年版の小遊星年鑑を見る

　毎年濁國ベルリン市の計算局Recheninstitutから出版される小遊星年鑑1〈leine

Phnetenの1932年版が，年末＋二月28日に到着した．早速開けて見る・元來此のパン

フレトは，ユ916年桑では濁國天文暦の一一一一部であったのだが，小遊星の籔が照すにつ庸

王に濁立刊行さ捌しるに至ったものである．今，入手したものは，堂々144頁のガツシ

りした冊子で，総計1183個の確定的な少遊星の一個々々にっき，軌道要素と謝衝暦表

とを載ぜ，禽ほ其れに，こNに用みた軌道要素の由來．や計算責任者，及び，小遊星追

回の現状大槻とを要領よく記してみる・

軌道要素は1925．0の春分黙に擦るものを載せ，rp均進度の元期は1925年一月1・日0

となってみる．最後欄に軌道要素計算の責任者を記してみるが，我が國の弓三山，秋山

爾氏協同のものが29星，堺田氏のが1星ある．

　i封樽屋の第一部に於いては，1932年内に封衝となる絡計1〕25回転ついて，先づ其の

日附と光度とを墾ず，第二部rc至って，各星の射衝の前後七週間にわたる位置推算表

を載せてみる．1932年内に醤衝とならな）・小遊星が251個ある・叉，下記の7星は，猴

見された年以後，一回も槻測されてるな》・で，殆もど見失はれて了つたと思はれ，四

って推算が不可能となったまNなのは想念である．

第1茄號星Scylla　　（IS75年）

第330號　Adalberta

第392號　Wilhelmina（／8［〕4年）

（’892年）1第・・3號

第400號星Ducrosa
第452號
　　　　’INolli

第515號　Athalia

　　　　　（ls95）年）
正｛aniiltonia　（18f・）fj年）

彗星議見者ボンの小傳

（ユ901年）

（1903年）

　去る1931年十月14日は，i彗星二見のレコ；ドホルダ1として古今二歩の豪の者ボン

Jean　I・ouis　Ponsが死んでから正しく百年目の日であった・ボンは川洲佛國アルプ高

地ヂ・ペイルに於v・て176！年十二刀24日に生れ，工78i年にマルセイユ天丈肇員とな

り，工819年にはリユツカに近）・マiリヤに開設された天文毫の長となり，】S25年に

は更に伊國フイレンチエ博物館の天文旧劇任となった・180／年から1827年までの間
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に彼は無慮37個以上の彗星を登卜した・其のうち，1818年十一月26Bにマルセイユで

登照したものは所謂Lエンケ彗星「として，週期3年鯨のもので，エンケの豫言の通り，

1822年には濠洲パラマタ天交毫でダンロブDunl叩が再智見した・其の後今日まで此

の星は38回も出現してみる・叉，1812年七月20日にボンが登見した．ものも，エンケの

研究により週期71年と知られ，果して，1883年九月1日米國でブルクスBr・・ksが再装

見した・こんなわけで第＋九！懸己初頭e’C現はれた彗星は殆んど皆ボンの御厄介になっ

たものである．

　　　　　　　　　　　　外國の獅子座流星観則比況

　市制流星學會長オリ・ドアC・P・01i▽icr氏は8人の同志と共にニウヨ1ク州カツキ

ル山上の海抜2000灰の所で去る十一月13日から同17日まで襯測した・14日朝にオ氏は

2時間に14個の流星を観測したが，中6個は獅子座からであった・叉／7日朝は6時間

40分の問に約1000個日獅子座群髪見，中には，12分間及び5分間の痕を見せたものも

あり，又，U等級以上のものも多かった・L可なりの成績であったつとオリギア氏は報じ

てみる．

　群口アラバマ州オ1バ｝ン市工業學吉野授L．D．　Hampton氏（十一月12日はアイ

オワ市で，13日以後はオ1バ1ン市で），アイオワ大學敏授C・C・Wylie氏等（13日か

ら17日迄アイオワ市で），ヰスコンシン州べ・イト學院ではR・C・Ilttffer教授等；（15

日目’017日目で），アイオワ州1）ubuclue市・・ムビや學院のJ・A・The・bald師等

（1狛よV17H迄）漣日trcわたり，流星を槻測した・結果，14　Hまでは約蝋め流星

が伽子座群であったが，15日】6日と進むに從ひ漸次獅子摩群が」曾し，17日朝は少しく

下降した，從って最多は17日朝より少しく早かったらしいと．15日にはベロイトで各

人雫均毎時30個の流星を籔へた。オ1バ1ンでは16日午前3時から4時30分までに80

個の流星を籔へ，中77個は獅子座群であった・叉此の日，べ・イト市では午前2時頃

10分間空が晴れ，1！個の流星が見えた・

　米國加州ヰルソン出ではP・W．Merrill吐口が飛行機で流星の多くを観測した．ミ

ネソタ州ノ1スフイルド市クドセル天目毫では11，月16日午前1時から5時まで40個の

流星を見，中20個は獅子座群であった．其の他は曇り・テネシ州メリ！ギル學院では

11月13日から同16日まで毎朝槻測が行はれたが，毎時間ZF均30個内外観測された・但

し最後の16日は曇・

　　　　　　　　　　　　攣星の総敏は5461個

　昨年（1931年）末，濁國からナノ・リヒテン誌第5838號（之れには新着星の第29回命名

表が載せられてある）と，叉ベルリン大學天交窒のi932年度の攣星目錐（小型出版物

第10巻）とが殆んど同時に到着した・（天界第7巻第427頁参照）

些のナ・・リヒテン諦こは合計873個の新し・愛星が命名登Sftせらaてるる・其のti
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くはハiゾ1ド天文茎其の他に於ける微光攣星の罵眞的引見であるが，

の如き明る）・のもある・

しかし」又，下

星　　名 工猜

TX　UMa
tlLNT　Vir

．4LO　vir

UV　Boo

CF　Her

I〈L　Aql

ANL　And

AR　Cas

エ03946

141234

141604

1　4　18　2’　6

174021

1　9．　：）61　or

231．341

．D；．）Ltor　o”7

極大

6．9

8，8

9，0

7．6噛

9．O

S．5

0r．9

4．9

極小

9，1　1

9．7

11．or

8，6

15’r

9．5

6．1

；5．U

要 項

アルゴル型，極i小2426434，647十3．G6303E

ホフマイスタ氏嚢貼

セラスキ氏登見，極大こ2425720十255E

セプアイ式（？）　極大＝＝2426187十36．8E

長三星雲期7　糸勺　9ケ月

セブアイ式，極大漏2425857．84十6．｛｝989E

別名　9Andrく）mcdae，琴β型

別名　lH・C）assiopeia．　e，アルゴル型

　プライゲル氏編輯のL攣星目録「の方は，上記の873ケの漸攣為の他に，更に7個の

明るい攣星を加へ，前年の星に共に，総計5461個の黒星を納めてみる・内容は，

第一表　総目録　　星座朋とし，ユ855年の位置，週期，極大極小の光輝，分光型を

　　　　記し．術ぽ

　　　長週期（100日以上の週期のもの）については

　　　　　盤・…　｛雛縮織臨羅箏欧勅）’ものは，イタ

　　　　　不確實のものは，最近観測された極大日をユリウス日で揚げ，（之れは槻

　　　　　　　　測者の奮起を促すもの）

　　　不規則星については

　　　　　UGem型，　　　　　　　ZCam型，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　RCrB型，　　　　　　　〕N・va型
　　　　の厘別を明記し，

第二表短週期（週期ωo臼以下，但し蝕璽1星を除く）のもの，合計δ3s個，下の如

　　　　　く分類してみる．

　　　　δCcp　ff．L！　　　　　　　　　　　　　　［　RRa　LyT可｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ζG・1・型　　　　　1RRb　Ly・型
　　　　RV　Tau型　　　　　iRR・1，yr型

　　　　純楕圓膿型

第三表蝕攣星（アルゴル種及び琴β種を合併し），合計51（1個．下の如く分類す翫

　　　　アルゴル種　　蝕相の明瞭なるもの

　　　　βLyr　種　　極小の始め終り明瞭ならざるもの．

　　　　WUMa種　　第一極小と第二極小と同光度のもの，

第四表A．　南赤緯23。以北のものを1赤纏順に搾べ，

　〃　B．　”’　〃以南のものを，赤経順に井べたもO・


